
こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 〈
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
〉

歴
史
万
華
鏡

通
り
か
か
っ
た
二
人

　
渡
邊
　
哲
哉

高
知
県
立
図
書
館

ー
unravel the history of K

ochiー

〈157回〉

　
物
理
学
者
に
し
て
優
れ
た
文
筆
家
で
も

あ
っ
た
寺
田
寅
彦
に
、「
安
政
時
代
の
土
佐
」

で
起
こ
っ
た
刃に
ん

傷じ
ょ
う

事
件
に
ま
つ
わ
る
文
章

が
あ
る
。
事
件
で
詰
め
腹
を
切
ら
さ
れ
た
若

者
の
祖
母
に
あ
た
る
人
が
、
悲
し
さ
の
あ
ま

り
炭
の
つ
い
た
手
で
自
分
の
顔
を
な
で
回

し
、
真
っ
黒
に
な
っ
た
彼
女
の
顔
を
見
た

親
族
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
で
も

皆
笑
っ
た
と
い
う
、
い
か
に
も
寅
彦
ら
し
い

余
韻
を
残
す
短
章
で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
実

際
に
幕
末
の
高
知
で
起
こ
っ
た
事
件
が
基
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
三
月
四
日

夜
、
高
知
城
下
西さ
い
郊こ
う
の
井
口
村
永
福
寺
門
前

で
、
上じ
ょ
う

士し

山や
ま

田だ

広ひ
ろ

衛え

が
下か

士し

中な
か

平ひ
ら

忠ち
ゅ
う

次じ

郎ろ
う

を
斬
っ
た
。
路
上
で
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
そ

の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
忠
次
郎

に
同
行
し
て
い
た
宇う

賀が

喜き

久く

馬ま

は
、
忠
次
郎

の
兄
池い
け
田だ

虎と
ら
之の

進し
ん
に
急
を
告
げ
、
現
場
に
駆

け
付
け
た
虎
之
進
は
、
路
傍
の
川
端
で
喉
を

潤
し
て
い
た
山
田
を
斬
り
、
山
田
の
同
行
者

で
あ
っ
た
益ま
す
永な
が
繁は
ん
斎さ
い
も
斬
り
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
上
士
と
下
士
の
対
立
を
背
景
に
緊
張
が

高
ま
る
中
、
虎
之
進
と
喜
久
馬
が
切
腹
す
る

こ
と
で
、
事
態
は
い
っ
た
ん
収
ま
る
。

　
井
口
事
件
と
し
て
、『
汗か
ん
け
つ
せ
ん
り
の
こ
ま

血
千
里
駒
』
や

『
竜
馬
が
ゆ
く
』
に
も
登
場
す
る
こ
の
一
件

で
、
虎
之
進
と
と
も
に
切
腹
し
た
宇
賀
喜
久

馬
は
、寅
彦
の
叔
父
に
あ
た
る
人
で
あ
っ
た
。

切
腹
す
る
喜
久
馬
の
介か
い

錯し
ゃ
く

を
務
め
た
の
は
、

実
兄
で
あ
る
寅
彦
の
父
利と
し

正ま
さ

で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
。

　
明
治
の
元げ
ん

勲く
ん

佐
々
木
高
行
も
、『
勤き
ん

王の
う

秘ひ

史し

佐さ

さ々

木き

老ろ
う
侯こ
う
昔せ
き
日じ
つ
談だ
ん
』
の
中
で
井
口
事
件

に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
談
話
の
中
に
、

忠
次
郎
の
遺い

骸が
い
を
現
場
か
ら
運
び
去
ろ
う
と

し
た
下
士
た
ち
に
、
藩
法
に
従
っ
て
遺
骸
を

動
か
し
て
は
な
ら
ぬ
と
諭
す
、
二
人
の
人
物

が
登
場
す
る
。
上
士
諏す

訪わ

重し
げ

中よ
し

と
長な
が

屋や

重し
げ

名な

。
二
人
は
た
ま
た
ま
現
場
に
通
り
か
か
っ

た
も
の
ら
し
い
が
、
血
生
臭
い
一
団
を
制
止

す
る
と
は
、な
か
な
か
の
豪
胆
ぶ
り
で
あ
る
。

　
諏
訪
も
長
屋
も
明
治
の
世
で
は
軍
人
と
し

て
生
き
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
画
人

と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
高
知
県
立
図
書
館
は

二
人
の
作
品
を
い
く
つ
か
所
蔵
し
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

くらしの中の

SDGs

column　
昨
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か

ら
80
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
市
で
は
8
月
6
日
を「
高
知
市
平
和
の

日
」
と
定
め
、毎
年「
高
知
市
平
和
の
日
」

記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
8
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、「
戦
後
80

年 

い
ま
考
え
る
～
戦
争
と
平
和
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
催
し

ま
し
た
。

　
企
画
展
で
は
、「
核
兵
器
と
戦
争
に
関

す
る
16
の
問
い
展
」
と
題
し
て
、
来
場

者
そ
れ
ぞ
れ
が
核
兵
器
や
戦
争
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
パ
ネ
ル
展
示
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
街
地
の
空

襲
被
害
を
伝
え
る
「
高
知
空
襲
展
」
や

映
画
の
上
映
、
平
和
祈
念
講
演
会
も
実

施
し
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
講
演
会
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
理
事
を
お
迎
え
し
、
お
母
様
の
妊
娠

中
に
胎
内
で
被
ば
く
さ
れ
た
ご
自
身
の

こ
と
や
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
式
で
の
思

い
な
ど
を
交
え
た
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
実
行
委
員
会
形
式
で
運

営
さ
れ
、
行
政
の
み
な
ら
ず
市
民
団
体

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
思
い

を
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
多
く
の
地
域

で
紛
争
や
対
立
が
続
い
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
の
中
で
も
、「
平
和
と
公
正
を

す
べ
て
の
人
に
」
の
ゴ
ー
ル
は
、
私
た

ち
の
人
権
や
日
常
生
活
に
深
く
関
わ
る

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
地
域
で
お
互
い

に
支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
平
和
の
基

盤
を
強
く
す
る
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
戦
後
80
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
過
去

を
語
り
、
今
を
見
つ
め
な
が
ら
、
一
人

一
人
が
未
来
へ
続
く
平
和
の
バ
ト
ン
を

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
課
国
際
平
和
担
当

☎
8
2
3‌ ‌
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戦
後
80
年
、
平
和
を

受
け
継
ぎ
未
来
へ
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今月のテーマ今月のテーマ
〔ゴール16〕〔ゴール16〕
平和と公正平和と公正
をすべてのをすべての
人に人に

長屋重名『書
し ょ

窓
そ う

清
せ い

供
きょう

』
（部分、高知県立図書館蔵）

昨年開催した「核兵器と
戦争に関する16の問い
展」と題したパネル展の
様子

2026.2　広報あかるいまち9

　市内の８消防署所には、消防車39台、救急車16台が
配備されています。また、消防職員は369人で、市の人
口840人に1人という状況です。
　南海トラフ地震では、市の被害は最大で死者1万
2,000人、負傷者1万2,000人と想定され（平成25年県
試算）、発災直後に全ての通報に対応することは不可能
です。 私たち消防職員は、 全力で人命救助等を行いま
すが、対応できる事案が限られてしまうのが現実です。
　一方、住宅耐震化率が100パーセントで、揺れが収ま
って全員がすぐに避難するなどすれば、死者は860人ま
で減ると言われています。だからこそ、自助・共助により、
あなた自身やあなたの大切な方を守っていただかなけれ
ばなりません。
　まずは、自宅や学校・職場周辺のハザードマップを確
認し、 避難行動を具体的にイメージしましょう。 また、
地域の防災訓練等に参加し、 お互いに助け合う体制を
築きましょう。 そして、 発災時には揺れが収まり次第、
すぐに避難してください。災害の規模が大きくなればな
るほど、あなたの備えと行動が大切になってきます。

公助（消防の力）には限界があります

10

【問い合わせ】�消防局警防課☎871-7502

まちの出来事を写真でお届けします 12 月
DecemberDecember

子どもたちが主役の
ワークショップを開催

令和 8 年度中に制定予定の「高知市
こども計画（仮称）」に意見を取り入
れるため、子どもたちが自由に話し合
うワークショップを行いました。

22 チームが激走！ 
ジュニア駅伝競走大会

天気にも恵まれ、参加した各チーム
が懸命の走りで、たすきをつなぎ、
沿道からの多くの声援を受けて力強
く走る姿が印象的でした。

庁舎に浮かぶ龍馬プロ
ジェクションマッピング

高知商業高等学校の生徒たちが坂本
龍馬にまつわるストーリーをプロ
ジェクションマッピング用に制作し、
市役所本庁舎に投影しました。

01 02

work of kochi city

work of kochi city

相談窓口の一覧ができました
お近くの窓口へご相談ください

■ こんな仕事をしています

■さまざまな相談窓口があります
周りの人には話しづらい、相談し
ても解決できない悩みや、どこに
相談していいか分からない困り
ごとは、お近くの相談窓口へご相
談ください。相談窓口をまとめた

リーフレットをふ
れあいセンターや
窓口センター、オー
テピアなどで配布
しています。

地域共生社
会をめざす
取り組み

地域福祉
のあり方検
討・推進

03
在宅医療・
介護連携の

推進

地域共生社会推進課　編

「だれもが安心して、いきいきと自分らしく暮らせる支え合い
のあるまち」をめざし、さまざまな取り組みを進めています。

【問い合わせ】地域共生社会推進課☎821-6513

詳しくは
こちら▶


